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本事業
前の実
績値

年度 総額 指標値 単位 目標年月
H26実績

値
H27実績

値
事業効果

事業の
評価

外部有識者から
の意見

今後の方
針

今後の方針の理
由

H26年度 26,831,000 指標① アスパラガスの冬季出荷量 2,400 kg H28.3 1,028 1,271

指標② 新規就農者数 1 人 H28.3 0 1

H27年度 23,738,729 指標③ 女性研修者受入数 4 人 H28.3 7 4

H26年度 2,000,000 指標① 就農に係る支援件数 2 件 H28.3 4 2

指標②

H27年度 3,000,000 指標③

H26年度 1,602,091 指標① 認証材の生産量 5,800 ｍ３ H28.3 3,756 5,371

指標②

H27年度 2,602,664 指標③

H26年度 0 指標① 特産品開発等の取組案件数 3 件 H28.3 － 3

指標②

H27年度 4,594,320 指標③

H26年度 0 指標① 起業・創業支援件数 5 件 H28.3 － 6

指標②

H27年度 11,820,279 指標③

H26年度 0 指標① 商店街の往来者数（前年度比） 105 ％ H28.3 － 106

指標②

H27年度 20,147,000 指標③

H26年度 0 指標① 満足度調査「満足」「概ね満足」 95 ％ H28.3 － 97.2

指標② また美幌町若しくはお店に来たい人の割合 90 ％ H28.3 92.4

H27年度 5,397,828 指標③

H26年度 8,326,000 指標① 商品券利用率 95 ％ H28.3 99.5

指標②

H27年度 24,902,171 指標③

H26年度 #VALUE! 指標① 商品券利用率 95 ％ H28.3 99.2

指標②

H27年度 7,889,211 指標③

H26年度 0 指標① 商品券利用率 95 ％ H28.3 94.2

指標②

H27年度 9,866,892 指標③

美幌版総合戦略に係る事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

②

実績額

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

No

③ ⑤

町内商店の利用を促すため、プレミアム商品券を発行。
94.2％の利用率であったものの消費喚起及び多子世帯への支
援が図られた。

多子世帯の子育て費用の負担軽減を図るため、18歳
以下の第3子がいる世帯に対して、町内の飲食店、小
売店で使用できる商品券を第3子以降、1人あたり3万
円分を配付

事業内容

美幌みらい農業センターにおいて、以下の事業を総合
的に実施。
①農業経営者育成事業：新規就農者の円滑な就農促
進・育成を図るため、経営継承方式による就農体制、
生産・経営に関する技術習得研修の他、地域農業者
や関連企業と連携した技術向上など、就農から営農
開始後まで切れ目のない支援
②農家青年配偶者対策：女性農業者の確保に向けた
広域連携による花嫁対策及び体験実習から新規就農
へのトータルサポート
③農業振興事業：基幹作物について他地域と差別化
を図るため、有利販売に向けた新規作物の普及促進
と、企業等との連携による新たな栽培技術・新規作物
の試験研究の実施

多子世帯支援対策事
業

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業についてはその理

由（原因）等についても記載願います

地方創生に効果
があった

子育て応援商品券交付事業補助金：
9,690,000円
子育て応援商品券交付事業事務委託料 ：
89,588円
消耗品　5,399円
通信運搬費　81,905円

○飲食店　4件（居酒屋1・洋食屋
1・カフェ、雑貨1・おにぎり、総菜1）
○仕出し弁当屋　1件
○ペット美容室・ドッグホテル　1件

○飲食店 15件（スナック・バー9・
喫茶店2・ラーメン店2・居酒屋2）
○理美容業 4件
○自動車等販売・整備業 4件
○薬局 3件
○菓子製造販売業 1件
○パン製造販売業 1件
○食肉販売業 1件
○包装資材販売業 1件
○コンビニエンスストア 1件

美めぐりフェスタ
（びほろ酔いナイト、ランチフェア、
スイーツフェア）

⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

・日本初の11月初旬出荷をめざしたｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ冬季栽培は地域
の気象条件と独自の栽培技術を活かした取組みであるが、元
来、早期出荷は低収となるリスクを抱えながらの栽培体系であ
り、H27年産のように秋期が温暖な条件下ではｱｽﾊﾟﾗ根株の充
実度が不充分となり低収となる。よって、指標値を下回る実績値
となった。
・新規就農者は後継者不在の農業者より経営の一式を引き継ぐ
経営継承方式による就農を果たし、地域の農家戸数減尐を防ぐ
とともに農地流動化の一端を担ったことから事業効果は高い。
・女性研修生の人数は、毎年流動的であることから目標値を下
回る結果となったが、研修生４名のうち1名は、研修終了後には
美幌町に移住することとなり、研修期間中に親交のあった農家
青年と交際に発展し、現在も交際を継続していることから事業効
果は大変高い。

地域特性を生かした新商品の開発により目的どおりの成果を得
ることができた。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

追加等更に
発展させる

実績値により本事
業が効果的であっ
たことから取組み
を継続化し、冬季ｱ
ｽﾊﾟﾗｶﾞｽの更なる
特産品化と農家・
担い手対策及び配
偶者対策を強化す
る。

2 地域しごと支援事業
新規就農者や新規農業従事者に対し就農支援を行うことによ
り、農業後継者を確保することが出来た。

本事業終了後における実
績値

実績値を踏まえた事業の今
後について

指標

1
新規就農者確保・育
成等総合支援事業

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記

載願います

・農業経営者育成事業：4,990,000円
・農家青年配偶者対策事業：5,137,000円
・農業振興事業：6,921,000円

就農奨励補助金：3,000,000円

指標値に対するH27実績値の
内容

○就農に係る支援件数：２件（新規
就農者１名200万円、新規農業従
事者1名100万円。新制度になり、
５年以内に限度金額内の申請額を
支給。）
（参考：Ｈ26年度　新規農業従事者
4名×50万円。旧制度により、50万
円ずつ２回に分けて支給。）

事業内容の
見直し（改

善）

特産品開発に対す
る新たな支援制度
の創設を検討する

追加等更に
発展させる

実績値により、本
事業が効果的で
あったため、継続
的な取組をするこ
とで、森林認証区
域の拡大を推進す
る

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続

農業後継者を確保
し、本町の農業の
持続的な発展を図
るため

3
森林認証材活用促進
事業

特産品等開発推進事業業務委託料
4,594,320円
合同会社　美幌笑顔プロジェクト

豚醤めんつゆ
美幌産アスパラ入りうどん
美幌産アスパラスープ

当初見込みより材積が減尐したため
製材：4,163.457ｍ３×1,000円×１／２
ダンネージ材：295.096ｍ３×600円×１／２
パルプ材：913.292ｍ３×400円×１／２

付加価値促進を図るために森林認証材買取時に上乗
せを行い、認証の普及促進を図る。（補助率1/2、事業
者の連携が条件、上限250万円）

美幌町の農畜産物及び農畜産物加工品等を活用した
特産品（試作品）開発や販路開拓（拡大）を行う取組へ
の補助〔補助率：人件費分2/3、事業費分10/10〕

4
特産品等研究開発推
進事業

6
がんばる商店街応援
事業

事業の継続

雇用の創出により
地域経済の活性
化が図られるた
め。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

事業の継続

商店街の活性化に
より、商業者の所
得向上が図られる
ため。

7
美幌町商店街活性化
事業

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続

商店街の活性化に
より、商工業者の
所得向上が図られ
るため。

5
元気な起業家応援事
業

起業資金の支援により、起業への後押しが出来、新規業種を含
め6件の実績となった。

店舗機能の維持・向上とともに、店舗のイメージアップにより、商
店街における集客数が増加が図られ、今後においても経営の安
定化が見込まれる。

ほろ酔いナイト、ランチフェア、スイーツフェアを実施。実施時の
アンケート調査において97.2％の方が「満足」又は「概ね満足」と
回答。また、92.4％の方が、「また美幌町若しくはお店に来たい」
と回答。

起業家支援事業補助金 ： 11,820,279円

店舗リフォーム促進支援事業補助金 ：
20,147,000円

商店街活性化イベント推進事業補助金 ：
5,397,828円

・起業･創業に必要な経費の支援（補助率2/3）
・空き店舗家賃補助（補助率10/10）
＊上記2項目の併用を可とし、合わせて200万円の限
度額

専門家による経営指導、店舗のイメージアップに要す
る経費への支援：補助率1/2、上限100万円

商店街を活性化するためのイベントへの支援

事業の継続

商店街の活性化に
より、商工業者の
所得向上が図られ
るため。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

事業の継続

商店街の活性化に
より、商工業者の
所得向上が図られ
るため。

9
子育て世帯・若年者
支援対策事業

8
消費喚起プレミアム
商品券発行事業

町内商店の利用を促すため、プレミアム商品券を発行。
99.5％の利用率からも十分な消費喚起が図られた。

町内商店の利用を促すため、プレミアム商品券を発行。
99.2％の利用率からも、十分な消費喚起及び子育て世帯等への
支援が図られた。

プレミアム商品券発行補助金
22,031,653円
プレミアム商品券発行事業事務委託料
2,870,518円

子育て世帯等応援事業補助金 ：7,364,548円
子育て世帯等応援事業事務委託料 ：
524,663円

利用率
99.1%
〈事業名〉
びほろ消
費拡大
セール事
業

北海道と連携しプレミアム商品券を発行することにより
地域の消費喚起を図る。
一般向けとして、プレミアム率30%の商品券を3,000円
（スマッピーカードチャージ額10,000円）×4,920セット

①高校生以下の子どもを養育している方
　プレミアム率55%の商品券5,500円（スマッピーカード
チャージ額10,000円）×743セット
②18歳以上30歳未満の若者
　プレミアム率55%の商品券5,500円（スマッピーカード
チャージ額10,000円）×157セット

予定通り事
業終了

10

新規就農者等支援補助：
就農奨励補助
・農業経営準備費用として、農業機械や農地の取得な
どに対する支援（１件２００万円）
新規農業従事者補助
・従事後に必要な資機材購入費用又は資格取得・研
修費用に対する支援（上限１００万円）

⑨

外部有識者からの評価
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指標値に対するH27実績値の
内容

⑨

外部有識者からの評価

H26年度 0 指標① 移住体験者 3 組 H28.3 － 2

指標②

H27年度 2,927,409 指標③

H26年度 4,480,100 指標① 保育料利用負担軽減者数 20 名 H28.3 26 33

指標②

H27年度 7,117,300 指標③

H26年度 42,512,000 指標① 制度利用件数 134 件 H28.3 129 134

指標②

H27年度 42,791,000 指標③

①移住促進のＰＲ：首都圏で開催される移住促進イベ
ントの参加経費

②「ちょっと暮らし」のための施設整備：空き家となって
いる教員住宅の改修及び必要な備品等の整備

０歳児から２歳児までの民間保育所利用者に対し町立
保育所との差額分を支援

住宅の改修に要する費用の一部を助成することによ
り、町民が安心して暮らすための居住環境の整備、環
境負荷の低減及び地域経済の活性化を図る。
・50万円以上の改修工事に対して、費用の20％以内
（限度額20万円）を助成

移住フェア参加旅費：391,880円
消耗品費：398,657円
印刷製本費（移住体験パンフレット）：524,880
円
修繕費（移住体験住宅）：498,420円
備品購入費（移住体験住宅備え付け備品）：
663,572円
負担金（移住関係協議会費、移住フェア参加
費）：450,000円

民間保育園利用者補助金　7,117,300円

補助金：42,791,000円

保護者33名(33世帯)

そもそも指標値を設定すること自
体馴染まないものと考えているが、
当面100～150件/年程度の一定の
需要を見込んでおり、その幅の中
で年度により実績値にバラツキが
あることはやむを得ないと判断して
いる。

13
住宅リフォーム促進
事業

地方創生に相当
程度効果があっ
た

平成23年度から実施した当該事業は、平成27年度までの5年間
で、715件、約17億4千万円の工事契約高を積み上げており、住
環境の整備並びに地域経済の活性化に寄与したものと考えてい
る。

事業の継続
本事業により、居
住環境の整備が
促進されるため

11 移住促進事業
地方創生に効果
があった

平成27年7月にオープンしたため、予約受付や周知する時期が
遅かったことから、一般的に観光シーズンの予定を立てる時期と
のタイミングがずれたことにより、応募者が2組となった。
また、冬季期間は、北海道の寒さと雪に敬遠されてしまい、利用
者がいなかった。
しかし、交流人口の増加に効果があったものと考えている。

追加等更に
発展させる

地方創生推進交
付金もしくは他の
補助金を活用し
て、更に棟数を増
加することを考え
ている。また、移住
体験者のための体
験プログラムを構
築し、移住者体験
者に魅力的な内容
を整える。

12 子育て支援対策事業
地方創生に非常
に効果的であっ
た

民間保育所に通所している低年齢児(0～2歳児)の保護者に対
し、保育料の負担軽減のため助成したことにより子育て支援対
策の充実が図られた。

追加等更に
発展させる

町内全ての保育所
においても多子軽
減を実施し子育て
支援を進める


